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活
動
報
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公
益
事
業
委
員
会
、
組
織
強
化
委
員
会

ゴ
ル
フ
同
好
会
、
料
理
研
究
会

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

第
18
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
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ラ
ム
広
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大
会

管
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研
修
会
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演
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懇
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エ
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ク
ラ
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法
人
税
・
消
費
税
入
門

日
時
／
①
８
月
20
日
②
８
月
27
日
③
９
月
３
日
④
９
月
10
日　

　
　
　
各
回
と
も
９
：
30
〜
12
：
00

会
場
／
麻
布
法
人
会　
会
議
室

「
日
常
業
務
で
役
立
つ
法
人
税
・
消
費
税
の
知
識
」
を
ゼ
ロ
か
ら
学
習
！

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
８
月
21
日
、
10
月
16
日　
各
回
と
も
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

対
象
は
新
設
法
人（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識・会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続
き
を
解
説
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
モ
ー
ニ
ン
グ（
朝
会
）

日
時
／
９
月
17
日
７
：
30
～
９
：
00　
会
場
／
麻
布
文
明
堂
「
経
営
者
の
部
室
」

朝
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー

日
時
／
９
月
17
日
18
：
30
～
20
：
00　
会
場
／
国
際
文
化
会
館　
講
堂

「
Ｚ
世
代
経
営
者
に
聴
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
法
」

源
泉
部
会　
第
３
回
研
修
会

日
時
／
９
月
19
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

「
報
酬
・
料
金
等 

非
居
住
者
等
所
得
」 

令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会

日
時
／
９
月
25
日
15
：
30
〜
16
：
30　
会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
９
月
27
日
、
11
月
21
日　
各
回
と
も
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象（
会
員
を
問
わ
ず
）。主
に
決
算･

申
告
の
実
務
、法
人
税
を
解
説
。

は
じ
め
て
の
経
理
実
務

日
時
／
①
10
月
１
日
②
10
月
８
日
③
10
月
15
日
④
10
月
22
日
⑤
10
月
29
日
⑥
11
月
５
日

　
　
　
各
回
と
も
９
：
30
〜
12
：
00

会
場
／
麻
布
法
人
会　
会
議
室

Ａ
Ｇ
Ｃ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時
／
10
月
３
日　
会
場
／
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

麻
布
・
芝
法
人
会
合
同
コ
ン
ペ

み
な
と
区
民
ま
つ
り

日
時
／
10
月
12
日
～
13
日　
会
場
／
増
上
寺

源
泉
部
会　
第
４
回
研
修
会

日
時
／
10
月
30
日
10
：
00
〜
12
：
00
︑
14
：
00
〜
16
：
00

　
　
　
10
月
31
日
10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

「
本
年
度
分
の
年
末
調
整
等
に
つ
い
て
（
法
定
調
書
含
む
）」

令
和
６
年
度
第
４
回
理
事
会

日
時
／
11
月
14
日
15
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
未
定	

源
泉
部
会　
第
５
回
研
修
会

日
時
／
11
月
20
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

「
年
末
調
整
の
計
算
（
基
礎
）」

小小学学校校 年年生生がが対対象象でですす。。

〒〒 ――
東東京京都都港港区区元元麻麻布布 つつななかかわわビビルル４４階階
公公益益社社団団法法人人 麻麻布布法法人人会会 事事務務局局

：：

年年 月月 日日（（水水））

麻麻 布布  法法 人人 会会  

公公益益社社団団法法人人 麻麻布布法法人人会会

港港      区区

見 本 
●●麻麻布布法法人人会会会会長長賞賞
●●麻麻布布税税務務署署長長賞賞
●●東東京京都都港港都都税税事事務務所所長長賞賞
●●優優秀秀賞賞

●●テティィーー・・ククララブブ部部会会長長賞賞
●●港港区区長長賞賞
●●港港区区教教育育委委員員会会賞賞

各イベントは状況により変更になる可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324
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有
馬
理
恵
氏

劇
団
俳
優
座 

代
表
取
締
役
社
長

今年２月、創立80周年を迎えた「劇団俳優座」。
日本を代表する老舗劇団の代表取締役社長として伝統を背負う有馬理恵氏に、

俳優座の理念、演劇への熱い思い、今後の展望をお伺いした。

や
言
論
が
厳
し
く
統
制
さ
れ
た
環
境
下
で

も
演
劇
を
続
け
、
戦
後
は
時
代
を
切
り
拓

く
た
め
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
先
輩
方
の
思
い
が
、
私

の
大
き
な
力
、
演
劇
人
と
し
て
生
き
る
勇

気
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

六
本
木
の
俳
優
座
劇
場
は
１
９
５
４

年
、
劇
団
の
創
立
10
周
年
を
記
念
し
て
建

設
さ
れ
た
。
１
９
８
０
年
に
改
築
さ
れ
、

収
容
人
数
３
０
０
席
の
劇
場
を
有
す
る
９

階
建
て
の
ビ
ル
と
な
っ
た
が
建
物
や
舞
台

設
備
の
老
朽
化
が
進
行
、
２
０
２
５
年
４

月
末
の
閉
館
が
決
ま
っ
た
。

「
演
劇
人
、
演
劇
を
愛
す
る
み
な
さ
ん
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
俳
優
座
劇
場
の
閉
館

は
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
劇

団
は
芝
居
を
作
る
と
こ
ろ
、
劇
場
は
表
現

の
自
由
を
守
る
と
こ
ろ
、
研
究
所

は
未
来
を
作
る
と
こ
ろ
。
三
位
一

体
に
な
っ
て
こ
そ
演
劇
は
前
に
進

ん
で
い
く
と
い
う
、
俳
優
座
の
理

念
の
一
端
を
担
っ
た
劇
場
を
失
う

の
は
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
演
劇
は
一
見
、生
産
性
の
な
い
、

世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
、
人
の
心
に
潤
い
や
ゆ

と
り
を
も
た
ら
す
た
め
に
必
要
な

“
心
の
ビ
タ
ミ
ン
”
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
俳
優
座
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
千

田
是
也
先
生
や
諸
先
輩
方
が
残
し
て
き
た

も
の
か
ら
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
新
し
い

も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
今
後
も
俳

優
座
ら
し
い
良
質
の
作
品
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

け
で
す
。
劇
団
経
営
は
利
益
優
先
で
は
な

く
、
社
会
貢
献
が
大
切
で
す
。
一
般
的
な

も
の
さ
し
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
自
分
自

身
の
目
で
決
算
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。“
世
の
中
の
い
ち
ば
ん

後
ろ
を
歩
く
人
と
共
に
歩
き
、
時
代
の
先

を
見
る
”。
常
に
弱
者
の
立
場
か
ら
、
ど

こ
に
進
め
ば
社
会
全
体
が
豊
か
に
な
る
の

か
を
見
据
え
、
芝
居
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

高
い
理
想
を
掲
げ

戦
後
の
演
劇
界
発
展
に
尽
く
す

　
１
９
４
５
年
３
月
10
日
未
明
、
ア
メ
リ

カ
空
軍
の
Ｂ
29
型
爆
撃
機
が
東
京
に
焼
夷

弾
を
投
下
。
下
町
は
焦
土
と
化
し
、
罹
災

者
は
１
０
０
万
人
を
超
え
た
。

「
俳
優
座
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
東
京
大

空
襲
の
１
年
１
ヶ
月
前
、
戦
争
の
最
中
に

立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
欧
州
の
近

代
演
劇
の
影
響
を
受
け
て
始
ま
っ
た
新
劇

は
戦
時
中
に
弾
圧
を
受
け
、
勾
留
さ
れ
た

先
輩
方
も
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
表
現

世
の
中
の
一
番
後
ろ
を
歩
き
な
が
ら

時
代
の
先
を
見
る

「
月
次
決
算
を
行
い
、
毎
月
の
数
字
を
確

認
し
ま
す
が
、
劇
団
運
営
の
場
合
は
長
期

的
な
ス
パ
ン
で
の
考
察
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
月
は
準
備
費
用
で
マ
イ
ナ
ス
だ

が
、
３
ヶ
月
先
に
は
チ
ケ
ッ
ト
収
入
で
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
と
い
う
よ
う
な
月
単
位
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
公
演
の
場
合
は
数
年
単

位
で
の
収
支
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
２

０
２
２
年
11
月
に
俳
優
座
劇
場
で
上
演
し

た
『
猫
、
獅
子
に
な
る
』
は
、
来
年
２
０

２
５
年
に
全
国
１
０
０
ス
テ
ー
ジ
を
ま
わ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
の
親

が
中
年
に
な
っ
た
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も

を
世
話
す
る
８
０
５
０
問
題
を
取
り
上
げ

た
作
品
で
、
第
30
回
読
売
演
劇
大
賞
の
優

秀
作
品
賞
、
優
秀
演
出
家
賞
、
優
秀
ス
タ

ッ
フ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
東
京
公
演
だ

け
見
る
と
経
営
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
賞
を
い
た
だ
き
全
国
で
の
上
演
が

実
現
し
、
地
方
で
も
採
算
が
見
込
め
る
わ

じ
子
を
演
じ
た
。

「
１
９
９
１
年
に
研
究
生
と
し
て
入
団

し
、そ
の
後
は
劇
団
主
催
の
公
演
の
ほ
か
、

外
部
出
演
、
映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
俳
優
と

し
て
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
の
を
機
に
、

現
在
は
経
営
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　
舞
台
の
作
り
手
と
観
客
の
架
け
橋
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
で
日
々
業
務
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
社
長
業
は
は
じ
め
て
の
こ

と
ば
か
り
。
数
字
を
読
む
勉
強
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
、
経
営
者
の
勉
強
会
な
ど
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
有
限
会
社
劇
団
俳
優

座
は
、
劇
団
を
運
営
す
る
た
め
に
作
ら
れ

た
会
社
で
、
劇
団
員
全
員
が
株
主
。
一
般

の
企
業
さ
ん
の
よ
う
に
出
資
者
が
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
長
が
最
終
決
定

権
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
毎
月
劇
団
員
総

会
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
意
見
を
出
し
合
っ

て
議
論
し
た
上
で
、
多
数

決
に
よ
っ
て
会
社
の
運
営

や
事
業
の
遂
行
を
決
定
し

ま
す
。
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

の
形
と
し
て
“
支
え
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
”
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

社
長
の
私
一
人
で
引
っ
張

っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、
お
互
い

が
支
え
合
う
関
係
で
す
。
無
駄
を
省
き
、

効
率
を
優
先
す
る
現
代
の
考
え
方
に
は
逆

行
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど

ん
な
小
さ
な
声
も
聞
き
、
些
細
な
意
見
も

見
逃
さ
な
い
で
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

新
し
い
形
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

作
り
手
と
観
客
の
架
け
橋
を
目
指
す

　
劇
団
俳
優
座
は
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
、

青
山
杉
作
、
千
田
是
也
、
東
野
英
治
郎
、

小
沢
栄
太
郎
ら
10
名
の
同
人
に
よ
り
、
演

劇
文
化
の
発
展
を
目
指
し
設
立
さ
れ
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
な
ど
の

翻
訳
劇
か
ら
創
作
劇
ま
で
幅
広
く
上
演
し
、

仲
代
達
矢
、
平
幹
二
朗
、
加
藤
剛
、
市
原

悦
子
、
栗
原
小
巻
な
ど
多
く
の
俳
優
や
演

出
家
を
輩
出
し
て
き
た
。有
馬
理
恵
氏
は
、

２
０
２
１
年
４
月
に
劇
団
俳
優
座
の
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
。日
本
を
代
表
す
る
、

新
劇
の
老
舗
劇
団
を
牽
引
す
る
。

「
父
の
影
響
で
、
幼
い
頃
か
ら
演
劇
に
触

れ
て
い
ま
し
た
。
俳
優
を
目
指
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
時
代
に
地
元
・

和
歌
山
で
『
釈し

ゃ
か
な
い
ひ
つ
ぎ
う
た

迦
内
柩
唄
』
と
い
う
お
芝

居
に
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。
太
平
洋
戦
争

末
期
に
秋
田
の
鉱
山
で
起
き
た
『
花
岡
事

件
』
を
題
材
に
し
た
戯
曲
で
、
代
々
そ
の

地
で
死
体
焼
き
場
の
仕
事
を
し
て
い
る
家

族
の
も
の
が
た
り
で
す
。
紀
州
弁
で
育
っ

た
私
に
は
、
舞
台
で
語
ら
れ
る
秋
田
弁
が

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

感
動
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
演

劇
は
言
葉
を
超
え
る
こ
と
を
知
り
、
こ
ん

な
仕
事
を
私
も
し
て
み
た
い
と
高
校
卒
業

後
す
ぐ
に
俳
優
座
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
」

　
戦
争
の
不
条
理
や
職
業
差
別
、
民
族
差

別
に
鋭
く
切
り
込
み
、
人
の
優
し
さ
、
命

の
尊
厳
を
伝
え
る
水
上
勉
作
品
『
釈
迦
内

柩
唄
』
の
舞
台
上
演
は
、
先
代
か
ら
引
き

継
ぎ
俳
優
に
な
っ
た
有
馬
氏
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
な
り
、
約
20
年
に
渡
り
主
人
公
ふ

▪有馬　理恵（ありま　りえ）プロフィール

1972年、和歌山県生まれ。有限会社劇団俳優
座 代表取締役社長、演劇制作部長。高校時代
に観た『釈迦内柩唄』（水上勉作・浅利香津代主
演）に衝撃を受け、演劇の道へ。1991年、劇
団俳優座入団。俳優として、『肝っ玉おっ母と
その子供たち』『ミュージカル はだしのゲン』

『先生のオリザニン』など多くの作品に出演し
つつ、1999年より『釈迦内柩唄』をライフワ
ークとして各地で主演。その数は500ステージ
を超える。2013年、日本新劇俳優協会「詩と
朗読 Mini Festival」観客賞授賞。演劇プロデ
ューサーとして『いつもいつも君を憶う』『学徒
たちの沖縄戦』『釈迦内柩唄』などを企画制作。
趣味・特技は演劇鑑賞、ヨガ。

取材：齊藤将彦、吉田眞紀子／文責：池上薫／写真：その江
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
急
速
な
普
及
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
で

生
活
環
境
や
購
買
行
動
が
一
変
し
、
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
は
デ
ジ
タ
ル

が
不
可
欠
に
な
っ
た
。
以
前
は
会
社
案
内

や
社
内
報
な
ど
の
広
報
ツ
ー
ル
と
い
え
ば

紙
媒
体
が
基
本
だ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が

デ
ジ
タ
ル
に
移
行
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が

企
業
の
顔
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
う
し

た
流
れ
の
中
で
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
加

速
化
さ
せ
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
赤
坂
に
本
社
を
置

く
「
ト
ラ
イ
ベ
ッ
ク
」
だ
。

人
に
や
さ
し
く
、
つ
な
ぐ

デ
ジ
タ
ル
を

　
創
業
は
、
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
が
黎
明
期
の

２
０
０
１
年
。「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
の
出

資
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
と
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
融
合
さ
せ
た
新
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
、
Ｄ
Ｘ
の
発
展
と
と
も
に
成

長
を
続
け
て
き
た
。
現
在
は
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業
、
Ｄ
Ｘ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
、
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
広
告
代
理
／
メ

デ
ィ
ア
事
業
の
４
つ
を
柱
に
、
総
合
型
Ｄ

Ｘ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
領
域
の
す
べ
て
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

提
供
し
て
い
る
。
代
表
取
締
役
社
長
の
後

藤
洋
氏
は「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」の
出
身
で
、

出
版
部
門
の
広
告
局
に
て
幅
広
い
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
広
告
営
業
に
携
わ
り
、
新
規
事

業
立
ち
上
げ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

全
般
を
担
当
し
て
き
た
。

「
行
動
指
針
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
ど
ん
な
に
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
進
化
し
て
も
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
常
に
顧
客
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る

こ
と
。
消
費
者
に
煩
わ
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
を

世
の
中
に
届
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」

全
国
中
小
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を
推
進

　
大
企
業
を
中
心
に
、
独
自
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
て
Ｄ
Ｘ
の
実

績
を
上
げ
て
き
た
同
社
だ
が
、
最
近
は
中

小
企
業
や
小
規
模
零
細
企
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
欧
米
に
比
べ
る
と
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
ま
す
。
技
術
は
持

っ
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
低
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る

土
壌
が
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
庁
が
出
来
た
と

は
い
え
、
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
民
間
企
業
が
力
を
発
揮
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
Ｉ
Ｔ
補

助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請
を
含
め

ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
ま
す
。
も
っ
と
簡
単

に
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
デ
ジ
タ

ル
は
浸
透
し
ま
せ
ん
」

　
と
く
に
、
地
方
の
零
細
企
業
な
ど
で
は

い
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
に
拒
否
反
応
を
持
つ
会

社
が
少
な
く
な
い
と
聞
く
。
ど
う
す
れ
ば

一
歩
踏
み
出
し
て
も
ら
え
る
か
検
討
を
重

ね
、
誰
で
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
開
発
し
、
２
０
２
２
年
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
の
主
軸
と
な
る
７
つ
の
領

域
を
、
ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
で
カ
バ
ー
す

る
『H

iram
eki 

7
』
と
い
う
ソ
フ
ト
で
、

専
門
知
識
が
な
く
て
も
簡
単
な
操
作
で
す

ぐ
使
え
る
の
が
特
長
で
す
。
無
料
で
気
軽

に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
こ
の
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
た
い
個
人
事
業
主
な
ど
に
も
好
評

だ
と
い
う
。

企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
を
目
指
す

　
「
日
本
企
業
の
99
．７
％
は
中
小
企
業
で
、

企
業
同
士
が
つ
な
が
る
術
は
ほ
と
ん
ど
な

い
の
が
現
状
で
す
。
全
国
の
中
小
企
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
れ
ば
、
欲
し
い

商
材
を
発
注
す
る
際
、
首
都
圏
よ
り
は
る

か
に
安
く
地
方
の
会
社
に
注
文
で
き
る
可

能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
企
業
間

を
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
。
ま
ず
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
行
っ

て
、
欲
し
い
返
礼
品
を
検
索
す
る
と
出
て

く
る
た
く
さ
ん
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
値
段

や
量
な
ど
を
比
較
し
選
ん
で
い
く
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
を
Ｂ 

to 

Ｂ
の
世
界
に
も
浸
透

さ
せ
よ
う
と
い
う
狙
い
だ
。
欲
し
い
商
材

を
検
索
す
る
と
、
そ
の
マ
テ
リ
ア
ル
に
合

っ
た
多
様
な
登
録
企
業
と
つ
な
が
り
、
よ

り
良
い
条
件
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
経
済
も
活
性
化
し
、
社
会
に
も
貢
献

で
き
る
。

「
中
小
企
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
基

盤
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
で
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
で
す
」

　
デ
ジ
タ
ル
で
大
き
な
変
革
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
、

働
き
方
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
同
社
。
一
過
性
の
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ン

ド
に
流
さ
れ
ず
、
百
年
続
く
持
続
的
成
長

企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

トライベック株式会社　
代表取締役CEO
CXコンソーシアム代表幹事
慶應義塾大学卒業後、2001
年にソフトバンクに入社、そ
の後トライベックへ参画。
企業規模拡大と持続的成長
を目指すべく積極的なM&A
に着手。総合型のDXコン
サルティング企業として幅
広いサービスを提供する企
業体へと成長させている。
同社代表取締役CEOとし
て、数多くのメディアやイ
ベントへ登壇、マーケティ
ングやDX研修講師などを
務める。

後藤 洋
ごとう　ひろし

企

業

訪

問

取材：齊藤将彦、山本閉留巳／文責：秋山美英

中小企業向けDXプラットフォーム「Hirameki 7」

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指

し
、
パ
リ
で
６
年
間
研
鑽
を
積
み
、
２
０

０
９
年
に
本
格
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
ブ
ラ

ン
ド
「asano chiyuki

」
を
立
ち
上

げ
た
あ
さ
の
千
幸
さ
ん
。
大
量
生
産
に
よ

る
過
剰
在
庫
、
大
量
廃
棄
、
そ
れ
に
起
因

す
る
環
境
汚
染
と
い
う
ア
パ
レ
ル
産
業
が

抱
え
る
課
題
に
早
く
か
ら
注
目
し
、“
デ

ザ
イ
ン
で
無
駄
を
な
く
し
て
い
く
”
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
な

発
想
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
服
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
。

１
ミ
リ
単
位
で
シ
ル
エ
ッ
ト
が

変
わ
る
世
界
に
魅
了
さ
れ

　
中
学
時
代
、教
師
の
あ
る
言
葉
に
よ
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
道
を
志
す

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
、
あ
さ
の
さ
ん
。

「
制
服
が
嫌
で
、
体
操
服
の
よ
う
な
も
の

を
着
て
い
た
ら
、
美
術
の
先
生
に
“
ど
ん

な
制
服
な
ら
い
い
ん
だ
？　
だ
っ
た
ら
自

分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
ろ
”と
言
わ
れ
て
、

そ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
20
歳
で
渡
仏
し
て
パ
リ
の
名
門
「
エ
ス

モ
ー
ド
」
で
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を
専
攻

し
、
卒
業
後
、
現
地
の
メ
ゾ
ン
で
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
２
年
間
働
い
て
帰
国
す
る
。

だ
が
、
ド
レ
ス
を
着
る
機
会
が
な
い
日
本

で
は
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
見
せ
場
は
無

く
、
既
製
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
始
め
る

こ
と
に
。

「
日
本
の
企
業
に
入
っ
て
、
無
駄
の
多
さ

に
気
付
き
ま
し
た
。
型
数
の
多
さ
や
商
品

サ
イ
ク
ル
の
早
さ
、
売
れ
る
物
さ
え
作
れ

ば
い
い
と
い
う
姿
勢
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
や
は
り
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
独
立

し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　
２
０
０
７
年
に
会
社
を
設
立
し
、
自
身

の
名
を
冠
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る

と
、
中
国
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ジ
ア
」
に
日
本

人
デ
ザ
イ
ナ
ー
代
表
と
し
て
２
年
連
続
で

招
か
れ
、
シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
の
を
は
じ

め
、
２
０
１
１
年
に
は
Ｎ
Ｙ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
も
参
加
。
香
港
や
日
本
の
百
貨
店
な

ど
で
も
オ
ー
ダ
ー
会
を
行
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ド
名
を
広
め
て
い
っ
た
。

「
ド
レ
ス
や
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
衣
装
か
ら

日
常
で
着
ら
れ
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ス
ー
ツ

ま
で
、
幅
広
い
ア
イ
テ
ム
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
需
要
が
多
い
の
は
メ
ン
ズ
ス
ー
ツ

で
す
が
、
最
近
は
外
資
系
企
業
の
お
客
様

を
中
心
に
レ
デ
ィ
ー
ス
の
オ
ー
ダ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。『
ロ
ロ・ピ
ア
ー
ナ
』や『
ド

ー
メ
ル
』
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
質
な
生

地
を
仕
入
れ
、
す
べ
て
日
本
で
制
作
し
て

い
ま
す
」

　
ス
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
機
械
化
が
進
む

現
在
も
、
手
作
業
中
心
の
ス
ー
ツ
づ
く
り

に
こ
だ
わ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
ー
ツ
の

老
舗
『
フ
ァ
イ
ブ
ワ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』

で
一
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
縫
製
技
術

に
定
評
の
あ
る
同
社
の
協
力
の
も
と
で
制

作
し
て
い
る
。

切
っ
て
使
え
る
持
続
可
能
な

ニ
ッ
ト
の
既
製
服
を
開
発

　　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ほ
か
に
も
顧
客
の

リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
た
既
製
服
の
ニ

ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
の

み
に
特
化
し
、
Ａ
ラ
イ
ン
と
Ｉ
ラ
イ
ン
の

２
型
に
絞
っ
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
理
念

を
反
映
さ
せ
た
。

「
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
は
頻
繁
に
は
新
調

で
き
な
い
の
で
、
も
っ
と
気
軽
に
着
ら
れ

る
品
格
の
あ
る
服
が
欲
し
い
と
ご
相
談
を

受
け
、“
ゆ
る
く
エ
レ
ガ
ン
ト
に
”
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
体
に
負
担
な
く
フ
ィ

ッ
ト
し
て
、
家
で
も
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
で
き

る
ニ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
考
案

し
ま
し
た
」

　
毎
日
着
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
「
Ｋ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ｏ
Ｄ
ａ
ｙ
」（
ニ
ッ
ト
ト
ゥ

デ
イ
）
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
け
た
こ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ハ
サ
ミ
で
カ
ッ
ト
で
き

る
特
殊
な
素
材
を
使
用
し
、
ス
リ
ッ
ト
を

入
れ
る
こ
と
や
、
ウ
エ
ス
ト
で
カ
ッ
ト
し

て
上
下
別
々
に
着
る
こ
と
も
可
能
で
、
何

通
り
に
も
変
形
で
き
る
の
が
特
長
だ
そ

う
。
こ
ち
ら
は
、
国
内
外
に
日
本
の
優
れ

た
商
品
を
発
信
す
る
「
お
も
て
な
し
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
２
０
２
１
」を
受
賞
し
て
い
る
。

伝
統
あ
る
織
物
や
染
色
技
術
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
発
信

　
「
日
本
の
繊
細
な
技
術
は
世
界
に
誇
る

素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
そ
の
宝
の
価
値
に

気
付
い
て
い
な
い
」と
語
る
あ
さ
の
さ
ん
。

歴
史
あ
る
博
多
織
の
織
元
に
よ
る
紬
で
作

る
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

り
、大
島
紬
の
織
元
が
開
発
し
た
シ
ル
ク
、

カ
シ
ミ
ヤ
、
金
糸
、
泥
染
め
の
糸
を
洋
服

生
地
用
に
手
織
り
さ
れ
た
生
地
で
コ
ー
ト

や
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
を
仕
立
て
た
り
、
ヴ

ィ
ン
テ
ー
ジ
小
紋
で
一
点
物
の
ガ
ウ
ン
コ

ー
ト
を
発
表
す
る
な
ど
、
匠
の
伝
統
技
術

に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
、
世
界
に

発
信
し
て
い
る
。

「
労
働
環
境
を
含
め
、
ア
パ
レ
ル
業
界
に

憧
れ
る
若
者
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
ク
リ

エ
ー
タ
ー
志
望
は
多
く
て
も
、
生
計
を
立

て
る
の
は
難
し
い
。
若
い
職
人
や
パ
タ
ン

ナ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卵
を
発
掘
す
る
と

と
も
に
、
小
さ
な
ブ
ラ
ン
ド
で
チ
ー
ム
や

協
会
を
作
っ
て
、
顔
が
見
え
る
物
づ
く
り

を
し
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。
服
づ
く
り

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
裏
方
で
は
な

く
表
舞
台
で
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
、

若
い
世
代
の
憧
れ
の
仕
事
に
な
る
よ
う
、

願
っ
て
い
ま
す
」

企

業

訪

問

大阪府八尾市出身。20歳で単
身フランスに渡り、パリの名門
エスモードでオートクチュールを
学ぶ。パリのファッションメゾン
で仕事をしたのち26歳で日本に
帰国。帰国後、日本企業で既製
服デザイナーをしたのち2007年
に会社設立。2009年に自身の
オートクチュールブランド「asano 
chiyuki」をスタート。
日本人女性がもつ「大和撫子」の
奥ゆかしさとあでやかさをデザ
イン全体で表現し、女性の体の
ラインを美しく見せるスタイルに
こだわり、京都の絞り染めや日
本の伝統技術を取り入れたドレ
スなどを発表し、日本人デザイ
ナーとして日本の良いものを世
界に発信し日本の産業を盛り上
げたるため世界各国で活動中。

あさの 千幸
あさの　ちゆき

取材：山ノ下真吾、沈納勇／文責：秋山美英　

上質な素材と繊細な日本の技術を基軸に
無駄を出さないサステナブルな服づくりを

自遊自裁株式会社
https://jiyujisai.com
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葉山国際カンツリー倶楽部
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令
和
６
年
６
月
21
日
午
後
３
時
30
分
、
六
本
木
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ 

タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
に
て
公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会
第
13
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

若
田
部
鉄
也
常
任
理
事
が
進
行
役
を
務
め
、
出
席
状
況
の
報
告
が
あ
り
、

正
会
員
１
，
５
０
４
社
の
う
ち
、
51
社
が
出
席
し
、
９
８
７
社
が
委
任
状
を

提
出
し
た
た
め
、
過
半
数
の
出
席
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
定
足
数
を
満
た

し
、
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
規
定
に
よ
り
稲
葉
秀
一
会
長
が
議
長
と
な
り
、
議

長
の
指
名
に
よ
り
議
事
録
署
名
人
に
志
賀
律
子
常
任
理
事
と
前
畑
隆
之
理
事

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
堀
場
功
一
郎
総
務
委
員
長
が
令
和
６
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
令
和
５
年
度
の
決
算
報
告
と
監
査
報
告
が
堀
場
総
務
委

員
長
お
よ
び
田
中
博
尊
監
事
か
ら
な
さ
れ
、
何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
定
款
お
よ
び
総
会
運
営
規
則
の
一
部
変
更
も
委
任
状
を
含
め
議
決
権
の

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
視
覚
障
害
ク
ラ
イ
マ
ー
の
小
林
幸
一
郎
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
心
に
響
く
貴
重
な
お
話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
入
会
員
５
社
の
出
席
者
が
登
壇
し
た
事
業
紹
介
、
後
半
に
は
、
日
本

の
伝
統
音
色
を
世
界
に
伝
え
て
い
く
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ガ
ー
ル

ズ
グ
ル
ー
プ
「
Ｄ
Ａ
ｉ
Ｚ
ｚ
ｙ
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
委
員　

齊
藤
将
彦

DAiZzyによるパフォーマンス

変更前
（役員の設置）	
第18条　この法人に次の役員
　を置く。
　理事　40名以上72名以内
　監事　３名以内
２ 【以下、略】

変更後
（役員の設置）	
第18条　この法人に次の役員
　を置く。
　理事　30名以上60名以内
　監事　３名以内
２ 【以下、略】

本総会において、下記変更が承認可決されました。

定款の一部変更

総会運営規則の一部変更
変更後

（議決権行使に関する基準日）
第３条　総会招集を議決した理事会当日におけ

る正会員を、当該総会に関して議決権を有す
る正会員とする。

変更前
（議決権行使に関する基準日）
第３条　事業年度の末日現在における正会員

を、当該事業年度の終了後に招集される定時
総会及び翌事業年度中に開催される臨時総会
に関して議決権を有する正会員とする。

鈴木特別顧問より小林幸一郎様へ講演後の花束贈呈 懇親会
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活動
報告

～
第
63
回
献
血
活
動
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
～

　
４
月
５
日
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
て
献
血
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
来
場
者
１
０
３
名
、
献
血

69
名
と
い
う
大
変
に
素
晴
ら
し
い
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
を
お
借
り
し
た
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
様
が
施
設

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
使
用
し
丁
寧
に
告
知
を
行

っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
勤
務
の
合
間
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
る
方
も
多
く
、
大
変
幅
広
い
層
の
皆
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
て
よ
り
、
折
角
ご
来

場
さ
れ
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、（
食
事
を
摂
っ
て
お
ら
ず
空
腹
状
態
の

方
、
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療（
抜
歯
や
歯
石
除
去
）な
ど
を
さ
れ
た
方
、

あ
る
時
期
に
特
定
の
国
を
訪
問
さ
れ
た
方
等
）
今
回
は
注
意
事
項
の
事
前
周
知

を
徹
底
し
た
こ
と
で
実
施
可
能
者
の
確
率
が
上
が
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
今
回
も
ご
公
務
で
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
麻
布
税
務
署
の
野
口
末
孝
署

長
を
は
じ
め
、
前
年
を
大
幅
に
上
回
る
多
数
の
職
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
出
原
奈
都
子
統
括
の
ご
配
慮
に
よ
り
ご
来
場
く
だ
さ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
調
整
頂
け
た
こ
と
で
待
機
時
間
も
短
縮
で
き
大
変
に
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に

繋
が
っ
た
の
も
有
難
い
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
伸
び
悩
ん
で
い
た
麻
布
法
人
会
会
員
の
協
力
人
数
を
高
め
る
為
、
各

支
部
長
様
を
通
じ
て
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
赤
坂
支
部
か
ら
の

協
力
者
20
名
を
筆
頭
に
、
こ
ち
ら
も
全
体
で
前
年
比
１
５
０
％
の
達
成
と
な
り

ま
し
た
。
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
は
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
一
段
落
し
、
ペ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
な
っ
て
い
た
各
種
の
手
術
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
る
中
、
今
ま

で
に
も
ま
し
て
血
液
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

次
回
は
秋
頃
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
け
る
よ
う
更
な
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
参

り
た
く
思
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
皆
様
の
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

公
益
事
業
委
員
長　
志
賀
律
子

　
令
和
６
年
４
月
23
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
麻
布
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
）
モ
ー
ニ
ン
グ
朝
会
が
青
山
ア
ラ

マ
ン
ダ
ワ
ー
ク
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
の
組
織
強
化
委
員
会
が
会
場
案
内
や
受
付

等
を
担
当
し
、
22
名
の
参
加
者
が
集
い
、
活
気

あ
ふ
れ
る
交
流
会
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
時
30
分
、
稲
葉
会
長
の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト

し
、
参
加
者
は
一
人
ず
つ
自
己
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
様
々
な
業
種
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
方
々
が
集
ま
り
、
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
興

味
を
共
有
す
る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
後
は
、
名
刺
交
換
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
参
加
者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
や
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
こ
こ
か
ら
広
が

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
モ
ー
ニ
ン
グ
は
、
参
加
者
の
交
流
を

促
進
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
朝
会
（
９
月

17
日
㈫
会
場
は
六
本
木

一
丁
目
駅
近
く
を
予

定
）
も
多
く
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
よ
り
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

組
織
強
化
委
員
会　

　
　
　
副
委
員
長　

　
　
　
　
山
ノ
下
真
吾

公
益
事
業
委
員
会

組
織
強
化
委
員
会

献血活動
令和６年４月５日　東京ミッドタウン

ABCモーニング（朝会）
令和６年４月23日　青山アラマンダワークコート

　
　

　
　

　今年一番の猛暑の中、神奈川県にある葉山国際カ
ンツリー倶楽部で、AZABU GOLF CLUBのコンペ
が開催されました。多くのゴルフ会員が集まり、真
夏の太陽の下で熱い戦いが繰り広げられました。気
温の高さにも関わらず、参加者たちは持ち前の技術
と精神力でコースを攻略し、プレーを楽しみました。
大会後の表彰式では、汗を流しながらのプレーの話
や、日常のゴルフ談義で盛り上がり、笑顔が絶えな
い一日となりました。参加者全員が心から楽しんだ
素晴らしいコンペでした。　
　次回は10/3「ツアー選手権」開催コース、宍戸
ヒルズCCです。

AZABU GOLF CLUB　会長　後藤浩

第216回ゴルフコンペ
令和６年７月４日　
葉山国際カンツリー倶楽部

ゴルフ同好会

料
理
研
究
会

料理研究会
令和６年７月６日　六本木 ウッドスプーン

「
暑
い
の
で
今
回
は
な
る
べ
く
火
を
使
わ
な
い
料
理
を
作

り
ま
し
ょ
う
！
」
と
シ
ェ
フ
の
考
え
で
、

１
，
豆
腐
と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
カ
プ
レ
ー
ゼ

　
豆
腐
の
甘
味
に
チ
ー
ズ
の
酸
味
そ
し
て
ト
マ
ト
も
入
れ

サ
ッ
パ
リ
と
し
た
味
で
す
。

２
，
ア
ジ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

　
３
枚
に
お
ろ
し
た
新
鮮
な
ア
ジ
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

生
姜
汁
、
レ
モ
ン
汁
な
ど
を
か
け
、
ア
ジ
の
生
臭
さ
を
消

し
て
と
て
も
美
味
し
く
な
り
、
そ
れ
に
ル
ッ
コ
ラ
と
薄
く

ス
ラ
イ
ス
し
た
玉
ね
ぎ
と
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
添
え
ま
し
た
。

（
ア
ジ
を
３
枚
に
お
ろ
す
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
！
）

３
，
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
カ
レ
ー
パ
ウ
ダ
ー
、
ケ
ッ
チ
ャ
プ
、
生

姜
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
入
れ
た
ソ
ー
ス
に
チ
キ
ン
を

一
晩
漬
け
て
、そ
れ
を
焼
い
た
ら
出
来
上
が
り
。（
唯

一
火
を
使
用
）
ス
パ
イ
シ
ー
で
鶏
肉
も
柔
ら
か
く
て

と
て
も
食
べ
や
す
い
夏
の
日
の
一
品
で
す
。

４
，
サ
ツ
マ
イ
モ
の
デ
ザ
ー
ト

　
砕
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
上
に
牛
乳
、生
ク
リ
ー
ム
、

つ
ぶ
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
冷
や
し
て
か
ら
キ
ャ

ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
作
り
、
か
け
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
と

の
甘
味
が
増
し
て
夏
の
デ
ザ
ー
ト
に
最
適
で
す
。　

　
今
回
は
以
上
４
品
を
調

理
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
10
月
５
日
午
前

11
：
00
か
ら
六
本
木
「
ウ

ッ
ド
ス
プ
ー
ン
」
で
開
催

し
ま
す
。

　
調
理
後
の
試
食
会
も
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

料
理
研
究
会　
須
藤
純
男

今年で43回目を迎える「みなと区民まつり」は、
10月12日(土)・13日(日)・14日(月･祝)に開催されます。
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５
月
28
日
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
第
12
回
報
告
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
明

治
記
念
館
『
芙
蓉
の
間
』
で
行
い
ま
し
た
。

　
16
時
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
部
は
、年
間
の
収
支
報
告
と
活
動
内
容
な
ど
、

デ
ー
タ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
報
告

会
で
し
た
。

　
第
二
部
の
講
演
会
は
、
株
式
会
社
ベ
ア
ー
ズ
の
取
締
役
副
社
長
の
髙
橋

ゆ
き
様
を
お
招
き
し
て
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
づ
く
り
に
心
を
尽

く
し
て
き
た
、
25
年
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自

身
が
香
港
滞
在
中
に
出
会
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
の
ス
ー
ザ
ン
と
の
体
験
、
人
に

頼
っ
て
い
い
、
頼
ら
れ
て
嬉
し
い
人
が
い
る
と
い
う
気
づ
き
を
元
に
、
ご

主
人
と
会
社
を
起
こ
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。「
社
員
の
幸
せ
が
企
業
の

力
」
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（W

ell being

）を
第
一
に
考
え
て
、
家
事
代
行

に
留
ま
ら
ず
、
暮
ら
し
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
お
話

は
、
あ
っ
と
思
う
間
の
１
時
間
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
第
三

部
の
懇
親
会
に

は
、
ゲ
ス
ト
の
髙

橋
ゆ
き
様
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
着

席
で
和
食
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
落

ち
着
い
た
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。　

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

幹
事　
髙
橋
ユ
ミ

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

第
12
回
報
告
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

令
和
６
年
５
月
28
日　
明
治
記
念
館

　
大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
２
０
２
４ 
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ 

今
、み
つ
め
な
お
そ
う
！　

～
多
島
美
の
瀬
戸
・
豊
か
な
里

山
か
ら
～
」

　
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に

全
国
か
ら
３
９
９
部
会
１
，
７

０
０
名
の
女
性
部
会
員
が
一
同

に
揃
っ
た
と
こ
ろ
は
圧
巻
で
し

た
。

　
記
念
講
演
は
、
広
島
交
響
楽

団
桂
冠
指
揮
者　
下
野
竜
也
氏

に
「
音
楽
・
師
と
の
出
会
い
～

今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
最
後
に
下
野
竜
也
氏
指
揮
、
広
島
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
素

晴
ら
し
い
演
奏
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
国
税
庁
課
税
部

長
、
広
島
県
知
事
、
広
島
市

長
ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
も
出

席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
元
気
な
挨
拶
と

笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
い
ま
し

た
広
島
県
連
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

相
談
役　
吉
田
眞
紀
子

第
18
回
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会

令
和
６
年
４
月
18
日

　
７
月
２
日
㈫
に
久
し
ぶ
り
に
貸
切
バ
ス
で
の
管
外
研
修
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
お
天
気
で
し
た
が
梅
雨
の
晴
れ
間
の

太
陽
が
夏
を
感
じ
さ
せ
る
暑
い
１
日
で
し
た
。

　
い
ざ
出
発
！　
ル
ミ
エ
ー
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
勝
沼
ト
ン
ネ
ル
ワ

イ
ン
カ
ー
ヴ
を
２
班
に
分
か
れ
交
互
に
見
学
し
、
そ
の
後
再
度
全

員
集
合
し
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ゼ
ル
コ
バ
」
で
ラ
ン
チ
を
し
ま
し
た
。

　
勝
沼
ト
ン
ネ
ル
ワ
イ
ン
カ
ー
ヴ
は
、
今
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
旧
深
沢
ト
ン
ネ
ル
を
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
庫
と
し
て
整

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
明
治
36
年
に
作
ら
れ
た
レ
ン
ガ
積
み
で
近

代
産
業
遺
産
と
し
て
も
高
い
価
値
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ト
ン
ネ
ル

中
は
薄
暗
く
ひ
ん
や
り
し
て
い
て
、
一
気
に
汗
が
ひ
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
カ
ー
ヴ
内
は
年
間
を
通
し
て
、
温
度
６
～
14
℃
、
湿
度
45

～
65
％
に
保
た
れ
て
い
て
、
ワ
イ
ン
の
熟
成
に
は
最
適
な
環
境
で

す
。
個
人
で
借
り
ら
れ
る
ラ
ッ
ク
は
７
２
０
ｍｌ
の
ボ
ト
ル
で
３
０

０
本
収
納
可
能
だ
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
空
き
が
出
る
こ
と
も

な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
向
か

い
に
は
「
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
」
が
あ
り
、
少
し
の
時
間
お

散
歩
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
受
賞
ワ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
き
た
『
ル
ミ
エ
ー
ル

ワ
イ
ナ
リ
ー
』
で
は
、
ぶ
ど
う
畑
だ
け
で
は
な
く
、
醸
造
棟
・
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
石
造
り
の
「
石
蔵
発
酵
槽
」・
地
下
セ
ラ
ー
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
木
田
茂
樹
社
長
自
ら
ガ
イ
ド
を
し
て
く
だ
さ
る
の
は
か
な
り
レ
ア
な
こ
と
だ
そ
う
で

す
！
（
噂
に
た
が
わ
ぬ
イ
ケ
メ
ン
＆
ダ
ン
デ
ィ
社
長
様
で
し
た
♡
）

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「zelkova

（
ゼ
ル
コ
バ
）」

で
の
ラ
ン
チ
は
、
自
然
豊
か
な
山
梨
の
食
材
を
生
か
し
洗
練
さ
れ
た

「
ヤ
マ
ナ
シ
・
フ
レ
ン
チ
」
を
ル
ミ
エ
ー
ル
の
芳
醇
な
ワ
イ
ン
と
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
や
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
甲
州
ワ
イ
ン
。
自
然
の
力

を
い
か
し
て
大
切
に
作
ら
れ
て
い
る
想
い
や
工
程
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

　
充
実
し
た
濃
厚
な
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
テ
ィ
ー
・
ク
ラ

ブ
ら
し
い
管
外
研
修
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
横
井
こ
ず
え

ティー・クラブ管外研修会
　～ルミエールワイナリー見学とランチ～  令和６年７月２日
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青
南
小
学
校
租
税
教
室

令
和
６
年
６
月
17
日

　
今
年
も
青
南
小
学
校
に

て
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
に

よ
る
租
税
教
室
を
令
和
６

年
６
月
17
日
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
１

時
限
で
の
授
業
に
な
り
、

１
ク
ラ
ス
毎
、
３
時
限
に

分
か
れ
て
総
勢
１
０
０
名

の
児
童
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
街
作
り
ゲ
ー
ム
を
メ

イ
ン
に
授
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
東
北
地
方
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ず
ん
だ
も
ん
」
を
使
っ
た
動
画
を

作
成
し
、
従
来
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
て
い
た
講
師
役
を
担

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
人
が
話
す
よ
り
キ
ャ
ラ
が
動
画
で
話

す
方
が
児
童
た
ち
に
受
け
が
良
く
、
聞
き
や
す
か
っ
た
よ

う
で
す
。
租
税
教
室
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
、
大
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
麻
布
税
務
署
か
ら
は
若
手
の
方
を
中
心
に
総
勢
10

名
の
署
員
が
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
サ
ン
エ
ー
・

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
を
頂
け
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

　
租
税
教
育
は
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
基
幹
事
業
で
あ
り

ま
す
の
で
、
納
税
の
大
切
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
税
と
社
会

の
仕
組
み
を
楽
し
く
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ

う
今
後
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
広
報
委
員
長　
沈　
納
勇

サンエー・クラブ屋形船お花見会
令和６年４月10日

　
４
月
だ
！
花
見
だ
！
屋
形
船
だ
！
と
い
う
こ
と
で
、
４
月
10
日
に
辰
金

さ
ん
の
屋
形
船
を
貸
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
お
花
見
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

５
類
に
移
行
し
た
後
の
８
月
の
開
催
で
し
た
。
今
年
は
例
年
通
り
お
花
見

の
季
節
で
も
あ
る
４
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
サ
ン
エ
ー
・

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
今
年
の
参
加
者
は
実
に

43
名
と
、
昨
年
の
約
１
．
５
倍
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
て
春
の
ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
陽
気
の
中
、
参
加
者
の
表

情
も
ど
こ
か
い
つ
も
よ
り
も
和
ら
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
船
の
出
港
と
と
も
に
始
ま
っ
た
会
は
食
事
や
お
酒
に
舌
鼓
を

打
つ
に
つ
れ
て
、
船
内
は
笑
い
声
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み

ま
し
た
。
後
半
に
な
り
ま
す
と
、
も
は
や
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
始
ま
り
、
盛
り
上
が
り
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

私
自
身
も
こ
の
屋
形
船
で
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
向
け
て
替
え
歌
の
新
曲
を

準
備
し
、
夜
な
夜
な
お
風
呂
の
中
で
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ

Ｉ 

Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
が
歌
う
「Dragon N

ight

」
を
ベ
ー
ス
に
し
て

本
邦
初
公
開
し
ま
し
た
、Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｙ
Ｏ 

Ｎ
Ｏ 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
が
歌
う
「
飲

ん
でN

ight

」
は
、
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
頂
き
一
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

私
以
外
に
も
多
く
の
方
々
が
持
ち
歌
を
披
露
さ
れ
て
、
世
代
や
お
仕
事
の

垣
根
を
越
え
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
屋
形
船
は
サ
ン
エ
ー・ク
ラ
ブ
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、

唯
一
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と

言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
は
会

社
の
代
表
と
し
て
重
責
を
担
う
立
場
の
方
が
多

い
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
ス
マ
ホ
の
着
信

に
も
気
が
付
か
ず
、
食
べ
て
飲
ん
で
歌
っ
て
笑

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
事
業

委
員
長
と
し
て
新
た
な
企
画
創
出
を
考
え
る
と

共
に
、
既
に
あ
る
企
画
を
い
か
に
盛
り
上
げ
て

既
存
会
員
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
け
る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

事
業
委
員
長　
田
中
尚
克

　
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
迎
賓
館
に
て
、「
令
和
５
年
度

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

勢
49
名
（
う
ち
現
役
24
名
、
Ｏ
Ｂ
・
一
般
７
名
、
新
会
員
12
名
、

来
賓
６
名
）
と
多
く
の
方
々
が
活
動
報
告
会
へ
ご
出
席
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
活
動
を
映
像
を
交
え
ご
報
告
致
し
ま
し
た
。
昨

年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て
い
た「
み
な
と
区
民
ま
つ
り
」

税
の
紙
芝
居
を
は
じ
め
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
日
本
代
表
の
木
村
昇
吾

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
勉
強
会
開
催
、「
全
国
青
年
の
集
い
山

形
大
会
」
租
税
教
室
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
東
京
代
表
で

の
参
加
、
ヤ
シ
キ
住
宅
「
親
子
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」、「
新
会

員
歓
迎
会
＆
納
涼
会
」
ｏ
ｎ
屋
形
船
、
年
末
大
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
な
ど
各
委
員
会
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
こ
の
一
年
は
多

く
の
活
動
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
仲
間
も
た
く
さ
ん
増

え
、
そ
し
て
何
よ
り
山
形
大
会
で
は

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
仲
間
の

結
束
力
も
芽
生
え
、
更
に
は
租
税
プ

レ
ゼ
ン
が
認
め
ら
れ
、
他
の
法
人
会

様
よ
り
勉
強
会
を
や
っ
て
欲
し
い
と

い
う
依
頼
を
受
け
各
地
で
出
張
租
税

教
室
も
行
う
な
ど
、
新
し
い
取
り
組

み
も
で
き
た
実
り
あ
る
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
若
田
部
会
長
か

ら
今
年
度
の
目
標
に
「
定
例
会
は
毎

回
50
人
参
加
」を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度  

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
会

令
和
６
年
６
月
28
日　
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
迎
賓
館

　
法
人
会
の
稲
葉
会
長
を
は
じ
め
、理
事
の
皆
様
、サ
ン
エ
ー・

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
サ
ン
エ
ー・

ク
ラ
ブ
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
ご
理
解
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
報
告
会
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
総
勢
53
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
や
、
各
委

員
会
紹
介
、
余
興
で
は
「
サ
ン
エ
ー
ク
イ
ズ
」
で
豪
華
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
卒
業
生
を
送
る
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
卒
業
生
を
送
る
会
で
は
数
々
の
伝
説
を
暴
露
？！
す
る

現
役
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
送
辞
、
そ
れ
に
対
し
て
卒
業
生
が
答
辞

で
答
え
る
と
い
う
サ
ン
エ
ー
定
番
ス
タ
イ
ル
。
締
め
に
は
、「
さ

の
け
ん
さ
ん
」こ
と
佐
野
賢
一
さ
ん
が
、

卒
業
生
自
ら
司
会
を
つ
と
め
て
い
た
！

と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
で
会
場
は
終

始
笑
い
に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
諸
先
輩
方
か
ら
体

を
張
っ
た
サ
ン
エ
ー
魂
を
受
け
継
ぎ
、

し
っ
か
り
と
次
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
活
動
報
告
開

催
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
準
備
や
係
に

ご
協
力
を
頂
い
た
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

の
正
副
会
長
の
皆
様
、
総
務
委
員
会
の

皆
様
、
映
像
担
当
の
山
ノ
下
さ
ん
、
事

務
局
の
野
上
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
法
人
会
全
体
に
も
関
わ
る
こ

と
で
す
が
、
新
規
会
員
さ
ん
や
会
員
候
補
の
方
々
が
ま
た
来
た

く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
新
規
会
員
さ
ん
た
ち
が
未
来
の
委
員
長
や
会
長
に
な

っ
て
長
く
継
続
、
存
続
し
て
い
く
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
な
る

こ
と
を
願
い
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
総
務
委
員
長　
倉
上
敏
雄　

総
務
委
員　
根
田
祐
子
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山本閉留巳 広報副委員長
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　７月４日、葉山国際カンツリー倶楽
部ダイヤモンドコースにて、AZABU 
GOLF CLUB第216回ゴルフコンペが
開催されました。葉山国際カンツリー
倶楽部は、高低差を活かし、豪快な
ショットを楽しめるのが特徴。4番ホ
ールからは、横須賀市を眼下に東京湾・
房総半島を一望することができます。
　晴天に恵まれて、この日の最高気温
は、なんと35度。今回ご一緒させて
いただいたのは、稲葉会長と東京ラス
クの田中様でした。熱中症対策のため、
ポカリスエット３本を携帯。キャディ
ーさんからいただいた氷を皆で分け合
い、キャディーさんとベテランゴルファ
ーのおふたりに教えていただいたよう
に、首、脇、足の付け根などを冷やし
ながら、なんとか18ホールを回ること
ができました。
　暑さで茹でだこになっていたところ、
稲葉会長が売店で買ってきてくださっ
たアイスもなかの美味しかったこと！　
田中様が背中に吹きかけてくださった
冷感スプレーも気持ちよかったー。皆
様のおかげで無事に楽しくプレーを終
えて、クラブハウスに戻ってきたときに
は、ほっとしました。厳しい残暑、皆
様もくれぐれも熱中症には気を付けて
お過ごしください。
　麻布法人会では、秋以降も楽しいイ
ベントがたくさんあります。会員以外
の方もご参加いただけますので、ご家
族やお友達をお誘いわせの上、ぜひご
参加ください。
　なお、葉山国際カンツリー倶楽部
理事長　井上裕之氏がお亡くなりにな
りました。心よりご冥福をお祈り申し
上げます。　　  広報委員　萩原秀美

　
実
は
で
す
ね
、「
青
山
公
園
」
と
い
う
名
称
の
公
園
は
三
ケ
所
存
在
し
ま
す
。

　
東
京
都
立
青
山
公
園
北
地
区
、
東
京
都
立
青
山
公
園
南
地
区
、
港
区
立
青
山

公
園
な
の
で
す
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
東
京
都
立
青
山
公
園
南
地
区
で

す
。

　
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
乃
木
坂
駅
の
、
表
参
道
方
の
改
札
口
か
ら
地
上
に
上

が
り
、
大
通
り
（
環
状
三
号
線
）
を
左
手
へ
進
み
ま
す
。

　
大
通
り
は
直
ぐ
に
二
手
に
分
か
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
広
が
る
の
が
、

東
京
都
立
青
山
公
園
南
地
区
で
す
。

　
因
み
に
そ
の
二
手
に
分
か
れ
る
交
差
点
か
ら
、右
の
道
は
西
麻
布
交
差
点
へ
、

左
の
道
は
六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
つ
な
が
る
道
路
で
、
交
差
点
の
す
ぐ
傍
が
国
立
新

美
術
館
の
裏
手
に
当
た
り
ま
す
。

　
元
々
公
園
の
在
る
場
所
は
、
明
治
以
降
終
戦
ま
で
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
歩
兵

第
三
連
隊
お
よ
び
同
近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
軍
用
地
で
し
た
。

　
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
（
一

九
五
八
年
）
に
日
本
側
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
東
京
都
が
公
園
と
し
て
整
備
し
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇

年
）
に
現
在
の
青
山
公
園
と
し
て
開
園
致
し
ま
し
た
。

　
た
だ
接
収
の
名
残
が
あ
り
、
敷
地
の
半
分
ほ
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
関
連

施
設
と
し
て
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
現
存
し
、
公
園
と
の

間
に
は
侵
入
者
を
防
ぐ
目
的
で
、
鉄
柵
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
丁
度
台
地
の
端
に
当
た
る
場
所
で
、
低
地
側
に
は
運
動
場
が
、

高
台
側
に
は
見
晴
ら
し
台
が
在
り
、
そ
の
間
を
階
段
や
ス
ロ
ー
プ
か
ら
な

る
散
策
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
市
民
の
憩
い
の
場
所
の
公
園
で
す
が
、
戦
前
戦
後
と
日
本
の
歴

史
を
、
今
に
至
る
ま
で
見
続
け
て
い
ま
す
。

　　　　　  　2024年３月〜６月

法人名
㈱ビービーエル
(弁)虎ノ門スクウェア法律事務所
全国ビジネス企業年金基金
VIGO MEDICAL㈱
ノウブル㈱
㈱MURATAX
㈱センターフィールド
㈱EIGHTY ONE TOKYO
㈲ヤマジ商会
GrinGuvnor㈱
㈱ソトコト・ネットワーク
㈱イエルドパートナーズ
(一社)環境と医療のLab.
㈱ブリスコラ
㈱NONぷれ
ガウス㈱
ウィルキャピタルマネジメント㈱
㈱オルビータ
Ｚ(同)
㈱拓新
㈱KamYu
㈱クラッキ

代表者
佐藤　美和
栁井　健夫
宮原　一也
鈴木　凱星
松原　　清
村田　大輔
中野　康史
渡辺　尚史
小柳　　恵
飯冨　卓彦
小野田隼人
木村　直樹
川野　美穂
末貞慶太郎
佐藤　　啓
山崎　和子
古我　知史
尾関　一郎
谷　友里絵
金田　英真
上村友紀恵
三澤太嘉志

連絡先住所
港区南青山6-10-7-1101
港区虎ノ門3-20-4-4F
岡山市北区厚生町3-1-15-2F
台東区柳橋1-23-4-6F
港区六本木7-19-9
港区赤坂7-5-34-316
港区南青山2-2-8-2F
渋谷区神宮前3-42-11-202
品川区南大井2-12-10-311
横浜市中区本牧緑ヶ丘89-1-104
港区赤坂2-9-3-3F
千代田区神田神保町1-8-1-302
港区元麻布3-5-11
港区赤坂2-20-5
港区赤坂9-5-26-502
港区三田1-7-1-1807
港区元赤坂1-2-7-4F
港区赤坂3-9-2-6F
港区赤坂2-5-8-523
港区六本木7-14-8-2F
港区南青山5-1-18-4B
港区赤坂3-13-14-5F

業種
経営コンサルティング
法律事務所
確定給付（DB）企業年金
高濃度酸素発生機の製造販売
IT
不動産業
不動産業
映像制作・イベントプロデュース 
企業の販促品卸売販売
建築内装業 建築資材販売
広告・メディア
不動産仲介業
環境・医療コンサルタント
IT
テレビ、映像制作
不動産賃貸業
資産管理業務
靴･雑貨等の小売、不動産賃貸、経営コンサルタント
インターネット附随サービス業
不動産仲介業・不動産開発事業
美容・環境 
テレビ番組制作

連絡先TEL
03-3499-5083
03-5408-1591
086-231-4830
03-6661-7030
03-6721-0773
03-6459-1712
03-6804-2242

03-3766-1811

03-6364-3962
03-6820-1395

03-6441-2614
03-6721-1041
03-3457-6123

03-5544-9265
03-3560-6323
03-3408-1107
03-3797-1050
03-5575-0059

新会員の
ご紹介

　都税がスマートフォン
　決済アプリで納付できます
　都税の納付にスマートフォン決済アプリを是非ご利用く
ださい。アプリ内で納付書のバーコードを読み取るだけで、
いつでも、どこでも、簡単に納付できます。
詳細は、東京都主税局HPをご確認ください。
　https://www.tax.metro.tokyo.lg.jp/
　common/tozei_nouzei.html#L16

　都税に関する各種証明等の申請には
　電子申請をご活用ください
　「東京共同電子申請・届出サービス」による電子申請で
はパソコンから、「スマート申請」ではスマートフォンか
らでも証明の申請・手数料納付が可能です。ぜひご利用く
ださい。
　申請可能な証明等の種類、詳細な手続
Q&Aについては、東京都主税局HPをご
確認ください。

「東京共同電子申請・届出サービス」

　https://www.tax.metro.tokyo.lg.jp/
　shomei/denshi.html

「スマート申請」
　https://www.tax.metro.tokyo.lg.jp/
　shomei/smart.html

　eLTAX電子納税が大変便利です
　地方税共通納税システムでのeLTAX
電子納税が大変便利です。
　インターネットバンキング等での納
付やダイレクト納付に加えて、クレジ
ットカード納付も可能です。
　詳細はeLTAXホームページをご確認ください。
　https://www.eltax.lta.go.jp

　自動車税種別割を軽減する
　「ZEV導入促進税制」を実施しています
　環境負荷の小さい次世代自動車の取得を税制面から支援
するため、電気自動車等を取得した場合に自動車税種別割
を軽減する「ZEV導入促進税制」を実施しています。令和
８年３月31日までに取得したものについて、初回新規登
録を受けた年度及び翌年度から５年度分の自動車税種別割
全額を免除します。
　問合せ：東京都自動車税コールセンター 
　　　　　03-3525-4066（平日９時～17時）

主税局HP

共同申請

スマート申請

エルタックスHP

お
悔
や
み

当
会
常
任
理
事
・
赤
坂
支
部
長

眞
壁
久
雄
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

７
月
15
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
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